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Abstract

Themarinebryozoan,Ｗh”sjporas肋ＯＶＯ枕α,iｓａｃｏｍmonbryozoaninJapan,Bryozoaaregenerallycolonial

andsessileanimals､Colonialandsessileanimalsoftenshowcolonyspecificity(=allogeneicrecognitionbetweencolonies)，

ascolonialascidians､ColoniesofW;s幼ＯＶＯ肱aalsoshowcolonyspecificity(IshiiandSaito,1995).Incolonyspecificity

ofcolonialascidians,bloodcellsandhumoralfactorsplaykeyroles､Then,wefirstlyexaminedthecoelomocytes(=blood

cellsinascidians)ｏｆＷｓ肋ＯＶＯ肱α・Thereare4distinctcelltypesinthisbryozoan;granularcells,granularfilopodial

cells,vacuolatedcellsandphagocytes・Ａｍｏｎｇｔｈｅｍ,onlyphagocyteshadabilityofphagocytosis､Ｗｅａlsoexaminedthe

morphologyofWs"bovoj火ahistologically．
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はじめに

チゴケムシは，日本の海岸の潮間帯で普通にみられる

コケムシ動物である。コケムシは，個虫と呼ばれるもの

が多数集まって群体を形成して，いわゆるサンゴなどと

同じ群体動物であり，また付着動物である。コケムシ動

物は，コケムシ動物門（＝外虹動物門）を形成してお

り，コケムシ動物門は被口綱と裸口綱の２つからなって

いる｡被口綱はすべて淡水に生息するコケムシからなり，

裸口綱のコケムシは，汽水種を含むものの，ほとんどが

海産種である。もともと汽水の干潟であったが干拓され

て淡水化した八郎潟残存湖には，淡水のコケムシ（被

口綱のコケムシ）が生息している（石井，1997,1998,

2002)。また裸口綱には，二つの亜綱（狭口亜綱と広口

亜綱）があり，チゴケムシは広口亜綱の唇口目，有雲亜

目に分類されている。また古くはＤａｋａｒｊａ属であったが，

whrersjpora属に変更となった。コケムシ動物やサンゴ

の仲間は，一度幼生が付着基盤に付着し変態をすると，

一生移動することがない付着‘性の群体動物である。群体

ホヤ類も付着‘性群体動物であり，付着動物ならではの，

群体特異』性という自己・非自己認識能力を持っている

事が広く知られている（Saitoeraﾉ.,1994;Saito,2003)。

チゴケムシにも群体特異性があることが知られている

(IshiiandSaito,1995)。また他のコケムシについてもい

くつか群体特異‘性の報告があるが（Chaney,1983;Craig，

1994;Shapiro,1992)，群体ホヤ類と比べてその研究報告

例はとても少ない。群体特異性という付着‘性群体動物が

示すユニークな生体防御機能を系統学的に理解するため

にも，コケムシ動物の群体特異‘性研究は重要である。

群体ホヤ類の場合，群体特異′性に関係しているのは，

大きく分けて，血球細胞と液性成分の２つと考えられて

いる。群体ホヤ類には，いわゆる血リンパが体内を流れ

ており，血リンパ中の血球細胞と液‘性成分が，群体特異

性現象での主役である（Saitoααﾉ.,1994)。ある種の群

体ホヤ（ウスイタボヤ）では，群体特異‘性に関わる遺伝

子が同定されている（ＤｅＴｏｍａｓｏｅｒａＩ.,2005)。また，

ある種の群体ホヤ（シモフリボヤ）では，被雲細胞の貧

食能力，形態および細胞分化が詳しく研究されており

(Hiroseeraﾉ.,l994a,l994b;IshiiandHirose,2003)，群

体内の被雲細胞が群体特異'性の主役であるという（Ishii

eraﾉ.,2008)。ただ，この被雲細胞は血球細胞から由来し

－１９－

Akita University



ていると考えられているので，やはり群体特異性の主役

は，血球と液’性成分と考えてよさそうである。このほか

にも群体ホヤ類の群体特異』性に関する研究や血球に関す

る研究は沢山あり，群体ホヤ類での群体特異性現象の理

解は進んでいる。

群体特異‘性を理解するためには，その生物の血球と液

性成分を理解することが重要である。しかし，コケムシ

類について体腔細胞（血球と同意だが，明瞭な循環系

を持たないコケムシ類では血球とは呼べない）を扱っ

た研究はごくわずかである（BobinandPrenant,1972；

Calvet,1900;Hayward,1981;Lutaud,1991;Mano,1964；

Mukaiααﾉ.,1997)。そこで，本報告では，チゴケムシ

の体腔細胞の特徴と’性状を詳しく調べるとともに，チゴ

ケムシを組織学的に観察し，組織での体腔細胞の存在を

明らかにしたので報告する。

材料および方法

材料

本研究の材料のチゴケムシは，筑波大学下田臨海実験

センター（静岡県下田市）の近くにある鍋田湾内で採集

した群体，採集後スライドグラスに付着きせ湾内にある

生け費で飼育した群体，および，湾内に設置しておいた

生け費に付着してきた群体を併せて用いた。

組織学的観察

チゴケムシの生群体を，実体顕微鏡などを用いて観察

した。またチゴケムシの生群体の一部を，2.5％グルタ

ルアルデヒド－０．１Ｍカコジル酸ナトリウム-0.45Ｍス

クロース（pH7.4）を用いて2.5時間，室温で固定した。

その後，０．１Ｍカコジル酸ナトリウム-0.45Ｍスクロー

ス(pH7.4)で２回リンスした。さらに５％ＥＤＴＡ－０．１Ｍ

カコジル酸ナトリウム-0.45Ｍスクロース（pH7.4）を

用いて，約５日間脱灰を行った。脱灰は室温下で行い，

一日１回液を交換した。その後，将来の電子顕微鏡観察

に備え，後固定を，１％オスミウム酸－０．１Ｍカコジル

酸ナトリウム（pH7.4）を用いて氷上で１．５時間行った。

脱水はエタノールを用いて行い，低粘度エポキシ系の樹

脂に包埋した。樹脂包埋の前に，エタノールをｎ－ブチ

ルグリシジルエーテルで置換した。また，樹脂の包埋時

に脱気を行い，チゴケムシヘの樹脂の浸透の促進を図っ

た。その後切片を作成した（厚さ0.5ｕｍ)。切片をトル

イジンブルーで染色したのち，顕微鏡で観察し，必要に

応じて写真撮影を行った。

体腔細胞の観察方法

チゴケムシ生群体を，ろ過海水を載せたカバーガラス

上にのせ，群体にカミソリ刃で切り込みをいれた。それ

によってろ過海水中に流れ出た体腔液をプレパラートと

した。すぐにプレパラートにした場合と，約１時間湿箱

中でインキュベー卜した後（＋ろ過海水で軽く洗う行程

を行った場合とそうでない場合があった）プレパラート

にした場合があった。それぞれのプレパラートをノマ

ルスキー微分干渉顕微鏡，位相差顕微鏡を用いて観察し

た。また同様に採集した体腔液を補助的に数種類の染色

法（ライト染色，ギムザ染色，ライト･ギムザ染色，パッ

ペンハイム染色など）を用いて観察した。

貧食作用の確認実験

チゴケムシの体腔細胞の貧食能力を調べるために，貧

食実験を行った。前述のようにして得られたカバーガラ

ス上の体腔液を約１時間湿箱中でインキュベートした後

(＋ろ過海水で軽く洗う行程を行った場合とそうでない

場合があった)，ろ過海水で５倍希釈した蛍光ラテック

スビーズ液（蛍光マイクロラテックスビーズ：直径0.5

瓜、，2.5％ラテックス原液，ポリサイエンス社製）を数

滴加え，およそ３時間，湿箱中でインキュベートした。

その後，軽くろ過海水で洗った後，プレパラートにして

顕微鏡で観察した。この際，蛍光顕微鏡を用いて蛍光ラ

テックスビーズの所在を確認した。

結果

組織学

チゴケムシの体制は，図ｌのように，虫室の中に虫体

が存在し（虫室と虫体をあわせて個虫という)，その虫

体は口蓋の開閉により出入りする。図ｌでは右が成長方

向であり，個虫列を１つだけ示しているが，実際には両

側面にも個虫列が存在している。チゴケムシの群体内に

は他の裸口綱のコケムシと同様に個虫間連絡が存在して

おり，個虫同士は個虫間孔を通じて組織的につながって

図１チゴケムシの体制模式図

チゴケムシの個虫の配列を成長方向（右方向）に１列

だけ示した。実際にはここで示した１列の両隣にも個虫

列が存在する。図の右側にある成長端の虫室は虫体が未

発達である。矢頭は個虫の前端壁と側壁に存在する連絡

孔を示している。図の上が表面で，図の下が岩や海藻な

どの基盤への付着面である。
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いる。今回チゴケムシの個虫の前端壁と側壁に個虫間

孔が確認できた（図１矢頭)。すなわち，前後の個虫同

士の連絡に役立っている連絡孔（前端壁に存在する）と

左右隣の個虫同士の連絡に役立っている連絡孔（側壁に

存在する）が存在していた。また，成長端の虫室にはま

だ虫体ができておらず発達中となっていた。

組織切片では虫室および虫体の全体像が把握できた

(図2)。虫体では，前部の触手（図２矢印）から消化管

へと続いている様子が確認できた（図2Ａ，Ｂ)。チゴケ

ムシは唇口目の有嚢亜目に所属しているが，有嚢亜目の

特徴である調整嚢が（図2Ａのｃ）が確認できた。さら

、／

図２チゴケムシの組織切片像

低粘度のエポキシ系の樹脂に包埋し，厚さ０．５ミクロンで切片にしたものをトルイジンブルーで染色したものであ

る。星印は体腔を示している。矢印は虫体の触手部分を示している。スケールバーはすべて100江ｍである。Ａ:チゴ

ケムシの表面と基盤への付着而を横切る面，かつ成長方向に並行な而で切片にしたものである。このように切片を作

成すると個虫の横からの切断而が観察できる。図の上が表面で，図の下が基盤への付着面である。図の左側が成長端

側すなわち前側である。ｏは口蓋（operculum）を示していて，これが開閉することにより矢頭部分から虫体が出入り

する。ｃ部分の腔所は有嚢亜目のコケムシに特徴的な調整嚢（compensationsac）である。矢印の触手部分に続く虫
体部も観察できている。Ｂ:チゴケムシの表面と基盤への付着面を横切る面，かつ成長方向に垂直な面で切片にしたも

のである。このように切片を作成すると個虫の横断面が観察できる。図の上が表而で,図の下が基盤への付着面である。

ここでは触手の断面がみえている。Ｃ:チゴケムシの表而と基盤への付着而に平行な面で切片にしたものである。この

ように切片を作成すると個虫の上（または下）からの切断面が観察できる。図の左側が成長端側すなわち前側である。

矢印の触手部分に続く虫体部も観察できている。

に口蓋（図2Ａのｏ）とその口蓋が開閉して虫体が出入

りする部分（図２Ａの矢頭）も観察することができた。

成長端の虫室（図３）は，組織学的にも未発達であるこ

とが確認され（図3Ａ)，また先端部分では，上方（表面

方向)にそりあがって細くなっているのが確認できた(図

3Ａ矢印)。先端部分を拡大すると表皮細胞の表面側は立

方上皮をなしていた（図3B)。未発達の虫室は成長端の

場所により，最先端部の２つの場合と１つの場合があっ

た。また，組織切片観察で，わずかに体腔細胞を認める

ことができた（図４，５の矢印と矢頭)。組織切片で認め

ることができた細胞のタイプについては後述する。
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考 察

チゴケムシの群体は，群体同士が互いの成長端で接

触すると，３つの反応様式（他群体への乗り上げ成長

(overgrowth),両群体による立ち上がり成長(bilaminate

erectgrowth)，両群体の成長方向の変更（changeof

growthdirection)）のうちどれかを起こす（Ishiiand

Saito,1995)。これらの反応様式のうち，両群体の成長

方向の変更時に，癒合が起こる場合と拒絶が起こる場

合があり，群体特異性が確認できる（IshiiandSaito，

1995)。今回，組織学的にチゴケムシを観察し，その成

長端の構造を明らかにした。チゴケムシは個虫内に炭酸

カルシウムを分泌しており，一般に組織学の観察には適

さず，観察が困難な材料である。そこで，今回は，固定

後に．ＥＤＴＡを用いて脱灰を施すことにより，その困

３ Ｂ

迩戸。
i,３３℃

体腔細胞

得られた体腔細胞を観察するのに非常に有効だったの

は，ノマルスキー微分干渉顕微鏡観察（図6）と位相差

顕微鏡観察だった。これらにより，チゴケムシの体腔細

胞は主に４タイプがあることが判明した。１）Granular

ceus：順粒を持ち球形をした細胞－このタイプは大きさ

にかなりばらつきがあり（直径１０－１５〃、)，数種類

の細胞を含んでいる可能性がある（図７)，２）Granular

mopodialcells：順粒を持ち偽足を出す細胞（図８，９，

１０，１１)，３）Vacuoletedcells：液胞と色素を持つ細胞

(図１２)，４）Phagocytes:アメーバ様で偽足を多く出し，

運動性の高い細胞（図13,14)，の４タイプである。

また数種類の染色法で染色して観察を試みたところ，

ギムザ染色とライト染色の結果が良好だった（結果は示

さない)。しかし，体腔細胞を染色した場合，細胞のタ

イプ分けをするのは困難であった。

クスビーズを貧食したのは，細胞形態と運動性から

Phagocytesと考えられた（図１５，１６)。この細胞は，

貧食したラテックスビーズを持ったまた観察下で形態を

変えながら移動していた。

F１

図３チゴケムシの成長端の組織切片像

低粘度のエポキシ系の樹脂に包埋し,厚さ０．５ミクロンで切片にしたものをトルイジンブルーで染色したものである。

スケールバーはすべて２０〃ｍである。Ａ:チゴケムシの先端部２つの虫室を，表面と基盤への付着面を横切る面，かつ

成長方向に並行な面で切片にしたものである。図の上が表面で，図の下が基盤への付着面である。矢印は成長端を示

している。Ｂ:先端部分(図3Ａの矢印部分)の拡大。表面側の表皮細胞が立方化していた。Ｃ:図3Ａの星印部分の拡大。
虫体の形成前の細胞集団と考えられた。
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図４チゴケムシの組織切片像における体腔細胞

低粘度のエポキシ系の樹脂に包埋し，厚さ０．５ミクロンで切片にしたものをトルイジンブルーで染色したものであ
る。Ａ:チゴケムシの虫室の表面部分を，表面と基盤への付着面を横切る面，かつ成長方向に並行な面で切片にしたも
のである。図の上が表面で，図の下が基盤への付着面である。矢印と矢頭は違うタイプの体腔細胞を示している。Ｂ：
体腔細胞部分の拡大。矢印の細胞は球形をしており，矢頭の細胞はやや細長い形態をしていた。矢印の細胞は図７の
granularcellsタイプに，矢頭の細胞は図９や図１０のgranularfilopodialcellsタイプに似ている。
図５チゴケムシの組織切片像における体腔細胞

低粘度のエポキシ系の樹脂に包埋し,厚さ０．５ミクロンで切片にしたものをトルイジンブルーで染色したものである。
A:チゴケムシの虫室の境界部分を，表面と基盤への付着面に平行な面で切片にしたものである。矢印は同じタイプの
体腔細胞を示している。Ｂ:体腔細胞部分の拡大。３つの細胞ともに液胞が発達していた。これらのうち左側２つの細
胞は，図１２のvacuolatedcellsタイプと考えられ，一番右の細胞は，vacuolatedcellsタイプではなく，図１３や図１４
のphagocytesタイプかもしれない。

図６チゴケムシの体腔細胞写真

チゴケムシ生群体よりろ過海水中に流れ出させた体腔液をプレパラートにしたものをノマルスキー微分干渉顕微鏡

で観察したもの。いろいろな体腔細胞が確認できた。そして４種類の体腔細胞が確認できた。

図７チゴケムシの体腔細胞タイプ１

Granularcells：チゴケムシの４種類の体腔細胞のうち，順粒を持ち球形をした細胞である。細胞の直径はおよそ１０

－１５且ｍであった。スケールバーはすべて２０以ｍである。Ａ:ノマルスキー微分干渉顕微鏡で観察したもの。中央の

2つの細胞がGranularcellsである。２つのうち下の細胞の右下についているものはゴミと思われた。Ｂ:同じものを位

相差顕微鏡で観察したもの。液胞は見られず，順粒のみが観察された。
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図８チゴケムシの体腔細胞タイプ２

Granularmopodialcells：チゴケムシの４種類の体腔細胞のうち，順粒を持つ細胞であるが，偽足を出しているのが

観察された。矢印の細胞がGranularElopodialcellsである。細胞の直径はおよそ１０且ｍであった。スケールバーはす
べて２０且ｍである。Ａ,B:ノマルスキー微分干渉顕微鏡で観察したもの。Ａでは偽足を出しているが，Ｂでは偽足をし
まっている。Ｃ:同じものを位相差顕微鏡で観察したもの。
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図１０チゴケムシの体腔細胞タイプ２

Granularfilopodialcells：矢印の細胞が

GranularElopodialcellsであるが，図９の

Granularflopodialcellsに似ているが，より

細長い細胞である。細胞の長さはおよそ２０

瓜ｍであった。スケールバーはすべて２０座
ｍである。Ａ:ノマルスキー微分干渉顕微鏡

で観察したもの。Ｂ：同じものを位相差顕微

鏡で観察したもの。

図１１チゴケムシの体腔細胞タイプ２

Granularfilopodialcells：中央の細胞が

Granularflopodialcellsであるが，図８の

Granularfilopodialceuのように球形であり，
数多くの偽足を出している。細胞の直径（偽

足を除く）はおよそ１０且ｍであった。スケー

ルバーはすべて２０〃ｍである。Ａ:ノマルス

キー微分干渉顕微鏡で観察したもの。Ｂ:同

じものを位相差顕微鏡で観察したもの。

９年

建議.。｡‘－
：Ｊ罵聴

醇Uｰ、# ”

図９チゴケムシの体腔細胞タイプ２

Granularfilopodialcells：矢印の細胞がGranularflopodialcellsであるが，
図８のGranularflopodialcellsのように球形ではなく，やや楕円形である。単
に図８のGranularElopodialcellsが少し伸びただけなのかもしれない。細胞

の長径（偽足を除く）はおよそ１０〃ｍであった。スケールバーはすべて20且
ｍである。Ａ:ノマルスキー微分干渉顕微鏡で観察したもの。Ｂ:同じものを位
相差顕微鏡で観察したもの。
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図１２チゴケムシの体腔細胞タイプ３

Vacuolatedcells:矢印の細胞がVacuolatedceⅡsである。液胞を持つ細胞で，

液胞の中には色素が含まれていた。細胞の直径はおよそ５－８‘αｍであった。

スケールバーはすべて２０瓜ｍである。Ａ:ノマルスキー微分干渉顕微鏡で観察
したもの。Ｂ:同じものを位相差顕微鏡で観察したもの。

図１３チゴケムシの体腔細胞タイプ４

Phagocytes：アメーバ様の形態をしていて、運動性の高い細胞である。偽足
も有していた。矢印がPhagocytesである。偽足を除く細胞の長径はおよそ２０

以ｍであった。スケールバーはすべて２０〃ｍである。Ａ:ノマルスキー微分干渉
顕微鏡で観察したもの。Ｂ:位相差顕微鏡で観察したもの。順粒が観察された。

諦
唖
蝉
》
－
，
恥
”
．
．

…
。
競
べ
鶴

．
。
織
噸
絞
蕊
。
。

伝
淘
》
》
一
》
》
》
》
》
一
割
識

罵自
＝

日凸
■

､旬『

蕊:．科一,=雀鏡
b曲

５

｡凸画’

一
年
》

『
へ
鷺

一
嘩
墓易

い

Ｆ
有

学Ｌ己

１２
陣も

鍵亀 『
竃

弓紬郵

胤僻，

画

鯉
巳

追司

蕊雲
q申Ｕ

蕊 ー
I罰
世可 ｝

唖
詞
毎
由
“
“

鈴
』
犀
。
宝

唖
贈
ｒ
’
一
》

茸
畢
一
一
・
一

斡
遥
一
認
争

瑠
認
守
宅
参

易蕊
磁Ｊ

Ｉｉ－

司

日戸

画訂２Ａ
←

ｰ

二

喝『

０ ．Ｆ．‘

，
頓

威
ひＷ~Ｏノ

ｆ⑤１＄ﾛ●ウ

．○同i･可？・諸似 剛nＳＢ醤

１３瓜

舞議＝

－２５－

1昌曇
鴎謹

ｍタミ

貝

識灘套

図１４チゴケムシの体腔細胞タイプ４の運動性

Phagocytes：写真を撮影している間にも形態を変えながら運動してい
た。ＡＢＣＤは観察の時系列順となっている。偽足も有していた。矢印が

Phagocytesである。スケールバーはすべて20且ｍである｡Ａ,D:ノマルスキー
微分干渉顕微鏡で観察したもの。Ｂ,C:位相差顕微鏡で観察したもの。
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図１５チゴケムシの体腔細胞の負食能力

蛍光ラテックスビーズを貧食した細胞を示す。

1③．、

蛍光ラテックスビーズを貧食した細胞を示す。スケールバーはすべて2ｑｕｍである。Ａ:蛍光顕微鏡で観察したもの。
写真で白く光って見える粒が蛍光ラテックスビーズである。このビーズを取り込んでいるのは形態とサイズからして

Phagocytesと考えられた。Ｂ:ノマルスキー微分干渉顕微鏡で観察したもの。Ｃ:位相差顕微鏡で観察したもの。
図１６チゴケムシの体腔細胞の負食能力

蛍光ラテックスビーズを貧食した別の細胞を示す。スケールバーはすべて２０浬ｍである。Ａ,B:蛍光顕微鏡で観察し

たもの。写真で白く光って見える粒が蛍光ラテックスビーズである。蛍光ビーズを取り込んだのはPhagocytesであり、
取り込んだまま運動している様子が観察された。Ｃ,E:位相差顕微鏡で観察したもの。Ｄ:ノマルスキー微分干渉顕微鏡
で観察したもの。
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(なんらかの組織に接着せずに自由に移動できる，の意

味）存在している細胞を体腔細胞と呼んでいる。今回，

チゴケムシの体腔細胞には，いくつかのタイプがある

ことがわかった（図１７)。１）Granularcells：穎粒を持

ち球形をした細胞－このタイプは大きさにかなりばらつ

きがあり，数種類の細胞を含んでいる可能性が考えられ

た。２）Granularfilopodialcells：この細胞は穎粒を持

ち，時々 偽足を出していた。３）Vacuoletedcells：液胞

を持っており，液胞のなかには色素が含まれていた。４）

Phagocytes:この細胞は，アメーバ様で偽足を多く出し，

よく動いた。これらのうちPhagocytesが蛍光ラテック

スビーズに対する貧食能力を持っていた｡このことから，

このタイプの細胞がチゴケムシの生体内での生体防御に

関する働きや，群体同士の反応に関する働きを担ってい

る可能性が示唆される。組織切片で確認された細胞は，

サイズや形態，液胞や穎粒の有無から，図４の矢印の細

胞は，Granularcellsのようであり，図４の矢頭の細胞

は，Granularfilopodialcellsのようであった。また図５

の矢印の３つの細胞は，Vacuoletedcellsのようである

が，一番右の細胞はPhagocytesかもしれない。体腔細

胞の染色法による観察と同様に，組織切片上ではタイプ

分けは困難であった。

コケムシ類の体腔細胞の分類に関する研究報告は以下

にあげる３つである（Hayward（1981）およびMukai

eraj．（1997）はいずれも総説，Lutaud（1991）は体

腔細胞の由来と機能について報告している)。Manｏ

(1964）は，淡水コケムシ（被口綱）であるヒメテン

コケムシの体腔細胞を研究し，９種を分類するととも

に，それらの細胞の系譜を述べている。ヒメテンコケ

ムシの９種の体腔細胞には，granulocytes，vacuolated

celLphagocytesが含まれており，これら３種はそれぞ

れ本研究で明らかになったチゴケムシのgranularcells，

vacuolatedcells，phagocytesに対応するように思われ

たが，Ｍａｎｏ（1964）の報告を見ると，本報告の細胞と

はそれぞれの形態が異なっていた。チゴケムシは海産種

であり，ヒメテンコケムシは淡水産種であり，所属して

いる綱も互いに異なるので当然の違いなのかもしれな

い。BobｉｎとPrenant（1972）は，広口亜綱の櫛口目に

所属する７種のコケムシから数種の体腔細胞を報告して

いる。そのうちのvacuolatedamoeboidcellsは本報告

のphagocytesに非常に形態が似ていた。Calvet（1900）

は広口亜綱の唇口目の無雲亜目のアミメコケムシ科の１

種のコケムシから２種の体腔細胞（vesicularleucocytes

とspherularleucocytes）を報告している。spherular

leucocytesは本報告のgranularfilopodialcellsに似てい

るが，vesicularleucocytesに該当する細胞はチゴケム

シではなかった。以上３つがコケムシ類の体腔細胞の分

。

④
⑦○

、
勘 ､ｅ‐

直ダ
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⑭

緯
惑李⑤

Phagocytes

Ｖａｃｕｏｌａｔｅｄｃｅｌｌｓ

図１７チゴケムシの４タイプの体腔細胞の模式図

難を克服した。また，予備実験でパラフィンに包埋した

場合は，パラフィンの浸透が悪いため切片がボロボロに

なってしまって観察に適さなかった。そのため低粘度の

エポキシ系樹脂に包埋した。また包埋時に脱気を施し

た。これらの処置により明らかになった成長端の先端部

分（図３）は，図ｌの模式図とは異なり，そりあがった

構造になっており，表面側の表皮細胞が立方化・肥厚し

ていた。群体同士が最初に接触するのは，この先端部分

であることから，この部分のどれかが，同種異個体認識

(アロ認識）に関与しているのかもしれないが，組織切

片観察からは,判明できなかった｡また体腔細胞が集まっ

ている様子も見られなかった。成長端部の組織を観察す

ると，チゴケムシの群体同士が接触し互いを認識するの

には，もしかしたら体腔細胞よりも表皮細胞が重要なの

かもしれない。成長端の先端部分同様，１つ手前の虫室

においても虫体が未発達の場合があった（図３)。

チゴケムシの体腔細胞（群体ホヤ類での血球と同意）

を観察したところ，組織切片上では，あまり確認されな

かった（図４，５)。これは，組織切片を作成する作業工

程の間に，体腔細胞が脱落してしまったことによるの

か,もともと体腔細胞の数自体が少ないことによるのか，

はっきりしなかった。しかし，生群体をカミソリ刃で切

り込みをいれることによってある程度体腔細胞が得られ

たことから（図６）（ろ過海水中で体腔液を採集したため，

密度はカウントしなかった)，組織切片作成過程での脱

落が考えられた。また，そもそもチゴケムシの体腔細胞

の数が少ないのかもしれない。

群体ホヤ類では，心臓を中心に循環系が発達してい

て，体腔内を自由に移動できる細胞を血球と呼んでいる

が，チゴケムシをはじめとするコケムシ動物は心臓を持

たず循環系が発達していないので，体腔内でフリーに

－２７－

Akita University



類に関する報告である。

チゴケムシは広口亜綱の唇口目の有雲亜目に所属して

いるので，有雲亜目に属するコケムシの体腔細胞の報告

は今回が初となった。今回は，チゴケムシにおいて体腔

細胞の密度や個々のすべての細胞種の機能を明らかにす

ることはできなかったが，貧食能力や運動‘性を確認する

ことができた。コケムシ類の分類系統と体腔細胞の関係

を議論したり，群体特異‘性における体腔細胞の役割を調

べたりするためにもチゴケムシの体腔細胞，さらには他

の種類のコケムシの体腔細胞の知見を蓄積することが肝

要と考えられる。
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